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本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量
フォワーダ

片道運搬距離 数量
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付きﾄﾗｯｸ
片道運搬距離 数量 林地傾斜 延長

2種
編柵

緑化

ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ m ㎥ ｍ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

1065へ 水涵保 秋田スギ 57 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.30 25 24 971 496 0.51 242 21 263 全木 496 ﾌﾟﾛｾｯｻ 263 1,283 263 緩 矢島総合支所 15.1

1065へ1 水涵保 秋田スギ 47 育成受光伐 複層伐 0.47 29 34 74 51 0.69 26 0 26 全木 51 ﾌﾟﾛｾｯｻ 26 1,888 26 緩 15.1

1065へ4 水涵保 秋田スギ 56 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.00 25 24 360 136 0.38 63 9 72 全木 136 ﾌﾟﾛｾｯｻ 72 1,907 72 緩 15.1

1065へ5 水涵保 秋田スギ 55 育成受光伐 複層伐 1.84 29 36 332 267 0.80 142 0 142 全木 267 ﾌﾟﾛｾｯｻ 142 2,258 142 緩 15.1

1066い 水涵保 秋田スギ 71 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.28 25 28 332 219 0.66 100 16 116 全木 219 ﾌﾟﾛｾｯｻ 116 1,069 116 緩 16.0

1066は 水涵保 カラマツ 71 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 18.13 25 20 4,637 1,671 0.36 570 315 885 全木 1,671 ﾌﾟﾛｾｯｻ 885 653 885 緩 14.5

1066は1 水涵保 カラマツ 71 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 6.58 25 20 1,455 526 0.36 182 98 280 全木 526 ﾌﾟﾛｾｯｻ 280 131 280 緩 14.1

1066は2 水涵保 カラマツ 72 育成受光伐 複層伐 1.14 27 30 111 80 0.72 42 0 42 全木 80 ﾌﾟﾛｾｯｻ 42 179 42 緩 14.3

1066に 水涵保 秋田スギ 69 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.43 25 28 528 332 0.63 164 19 183 全木 332 ﾌﾟﾛｾｯｻ 183 926 183 緩 14.3

1066に1 水涵保 カラマツ 69 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.51 25 20 109 42 0.39 22 1 23 全木 42 ﾌﾟﾛｾｯｻ 23 753 23 緩 14.5

1066へ 水涵保 秋田スギ 61 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 14.38 25 26 3,511 2,017 0.57 1,067 42 1,109 全木 2,017 ﾌﾟﾛｾｯｻ 1,109 766 1,109 緩 14.3

1066へ１ 水涵保 秋田スギ 61 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.55 25 24 1,346 547 0.41 279 22 301 全木 547 ﾌﾟﾛｾｯｻ 301 1,485 301 緩 14.3

1066と５ 水涵保 秋田スギ 59 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.03 25 22 330 116 0.35 56 6 62 全木 116 ﾌﾟﾛｾｯｻ 62 1,248 62 緩 14.3

1067ち 水涵保 カラマツ 72 育成受光伐 複層伐 1.09 28 28 130 83 0.64 44 0 44 全木 83 ﾌﾟﾛｾｯｻ 44 252 44 緩 14.3

1067ち１ 水涵保 カラマツ 72 育成受光伐 複層伐 1.02 28 28 122 77 0.63 41 0 41 全木 77 ﾌﾟﾛｾｯｻ 41 200 41 緩 14.1

1067り 水涵保 カラマツ 69 育成受光伐 複層伐 3.28 28 34 295 276 0.94 146 0 146 全木 276 ﾌﾟﾛｾｯｻ 146 541 146 緩 14.0

1067り１ 水涵保 秋田スギ 58 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.82 33 24 207 130 0.63 54 15 69 全木 130 ﾌﾟﾛｾｯｻ 69 296 69 緩 13.9

1067ぬ 水涵保 秋田スギ 57 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.00 25 22 275 114 0.41 58 3 61 全木 114 ﾌﾟﾛｾｯｻ 61 823 61 緩 14.0

合計 63.85 15,125 7,180 0.47 3,298 567 3,865 7,180 3,865 3,865 6,310
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１ 量の端数は単位以下第１位を四捨五入し、単位止めとする。
２ 面積は伐採面積とする。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄は以下の区分とする。
　　緩：０°～２０°、中：２０°～３０°、急：３０°以上

６　その他必要な項目があれば備考欄に記載する。
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予定作業量

鉄板
規格*枚数

最寄り市町村
からの距離

集・造材 小運搬巻立 森林作業道作設 林地保全
土場

作設等

４  最寄りの市町村役場（支所含む）からの距離欄は、物件番号毎の代表箇所について市町村役場を記入し、距離は単位以下第１位止めとする。
５　伐採箇所、土場、森林作業道作設予定線(既設集材路含む）、編柵および沢については、作業計画図に図示する。

伐採方法

　　令和８年度　　　林分条件調査表
森林管理署 由利森林管理署
物件番号
物件名 森林環境保全整備事業（木境鳥海国有林）

事業区分
面積

伐
採
率

立木資材量 生産量

備　考

伐倒



別紙  

 

    森林環境保全整備事業（木境鳥海国有林） 

検知業務作業内訳書 

 

                              単位：ｍ３ 

物件番号 材 種 作 業 工 程 予 定 数 量 備  考 

３号 素 材 （１）の業務 １，３４０  

  （２）の業務 ２５  

  （３）の業務   

  （４）の業務   

  （５）の業務 ２，５００  

 計  ３，８６５  

注１ 各物件の内訳数量を、検知業務請負契約の作業内容毎に基づき記載すること。 

 

検知業務請負（作業内容） 

 

（１）の業務  素材の長級・径級を測定、木口表示を行い、指定野帳に記入し、

巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。 

                             
（２）の業務   素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行い、指定野       

帳に記入し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。 

 

（３）の業務  素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行う作業、ト

ラック運材の積み込み本数を確認し送状に記載・交付する作業、及

び最終貯木土場において指定野帳に記入し、巻立標示板の貼り付け、

スプレーの塗布を行う作業。 

 

（４）の業務  素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示、材積計算を行

い、送状（概算引渡物件明細書）を交付し、スプレーの塗布を行う

作業。 

 

（５）の作業  低質材及び低評価一般材の層積検知（縦、横、高さを測る）を行

い指定野帳に記載し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行

う作業。 
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